
山下先生との 20 年　東京大学地震研究所 亀 伸樹

　本稿の執筆のため過去のファイル・アルバム等をひっくり返していると色々と懐かしいものが出
てきた。山下さんと出会ってからの20年を振り返り、しばしの間、感慨に耽った。

　山下さんと初めて会ったのは、つくばでの1992年地震学会秋期大会である。当時私は京大4回
生、翌年4月東大地物での指導教員選択の〆切が迫り、3名の先生方との面会の約束をしていたの
だ（次頁上）。私は動的破壊の研究をしたいと漠然と考えていた以外、具体的に何をして良いか
全く分からなかった。京大ではこのようなことを学生が口に出すのは憚られたのだが、東大では
そんなことは学生に期待してないらしく、大学カラーの違いを感じると共に、ずいぶんと気が楽
になった。バブル景気の余韻のなか、 山下さんからは、「僕の所に来ても就職ないけどそれでも
いいか？」と念を押されたように記憶している。研究室訪問では、河原・村井の両先輩にも親切
に案内していただき、1993年4月から山下研の一員となった。以後、20年間ずっとお世話になっ
てきました。ありがとうございます。

　博士課程では悩むことも多かった。投稿論文の英作文が一文も進まずもがき苦しんだ。最初に
取り組んだ「ガウジを含む断層の動的破壊解析の定式化」はうまくいかずD2途中で断念。 3年間
で育英会奨学金が打ち切られることもあり、次に始めた「形状自由な動的破壊解析法の開発」で
は、これでダメならもうやめようと思うこともあった。山下さんはサラリとしており、あれこれ言
わなかった。破壊計算に必要な応力核関数の積分に現れる超特異性の評価方法において取り組
み、学会発表のタイトルが週刊新潮1996年38号に紹介されたが（次頁下。この方法も博士論文に
は至らず）、今となっては良い思い出だ。終に、超関数で定義される有限部分の概念を適用する
とおもしろい程特異性が落ちていくことを「発見」した。が、しばらく後、雑誌「数理科学」
1997年1月号の「非破壊評価とは何か-クラック決定に関する話題-、西村直志」で見事に解説され
ているではないかorz。数学に関しては、多田さんの正規化法にも感服するばかりであった。

　なんとか手法の開発を終え、古典的解析解が示す亀裂の直進不安定性（所謂、Yoffeの不安定）
に従えば何が起きるのかという純粋な破壊力学の問題に取り組んだ。地震のことはあまり念頭に
なかった。が、幸運にも、地震学的にも興味深い結果がでて3年で学位を取ることができ、その半
年後、職に就くことができた。あれから20年、今は予算獲得のための研究計画に、「地震発生予
測（強震動予測）（地震リスク評価）（防災）に資する」との文言を入れている自分がいる。科
学は己の探求心に従うのみ、結果として役に立つことは望外の天佑であるというのが科学者の本
心であろう。 科学だけでは許してくれない「地震と名がつく業界」に身を置きながら、ご自身の
研究活動、また、学生の指導にあたり何を考えてきたのであろうか、山下さんに話を聞かせて欲
しい。よろしくお願いします。

　私と山下さんは、ちょうど20歳違いである。即ち私は現在、出会った頃の山下さんの歳を生き
ていることになる。河原さん撮影による20年前の研究室の風景を見ると44歳の先生が写っていて
若い（失礼）。これは今の私か。初めて出会った時、松浦さん46歳、ゲラーさんはなんと40歳！
「自分は若手だと思っていたが、・・・」との当時の山下さんの言葉が、今、我が身に沁みる。
然れば、当時の私は現在の藤田君・日下部君か（本稿写真）。M1の頃、私がなにもわかっていな
かったように、私の言葉も両名には届いていないのだろうなぁと思う。それでも、しっかり影響
を受けた。直ちに分かることは必要ではなく、存在が大切なのであろう。兎も角、「愛」をもっ
て接する。私は、山下さんのような良き師となれるのであろうか。





19991215AGU@SF.　亀九大就職1年目。左から亀、山下さん、青地さん。

20071029SSJ＠仙台.青地さん若手奨励賞受賞お祝い。左手前から吉本さん、村井さん、青地さ
ん、福山さん、右手前から上西さん、安藤さん、亀、山下さん、佐藤さん。



20081219AGU, China Town.　青地さん、山下さん、亀。翌4月亀地震研異動。

20100601地震研. 研究室紹介集合写真。左から平野さん、川田さん、山下さん、亀、藤田さん。



201106地震研. 研究室紹介集合写真。前列左から伊藤さん、波多野さん、山下さん、亀、桑野さ
ん、後列左から川田さん、日下部さん、藤田さん、平野さん。この時がグループ最大。

20121205AGU@SF. 孫弟子の日下部君と山下さん。



20121027ACES@Maui. ハワイ島キラウエラ巡検。溶岩流の上を歩く山下さん。

20121028ACES@Maui. ハワイ島マウナケア巡検、山頂4205m。この夜22時、ハワイに津波警
報。 山下さんは「ホテルで寝ていて大丈夫だよ」と主張。が、結局、一緒に逃げました。 レンタ
カーで海岸のホテルから内陸へ避難。警報解除後27時に戻り、30時に起床、空路無事帰国。


